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ミシガン州の大学生トム・ガンネルスさんは、アルツハイ
マー病の祖母との絆を持ち続け、彼の経験を物語にしました。
この作品はアルツハイマー病の家族に、若者がどう接したら
よいかを教えてくれます。次は、物語の一節です。
「おばあちゃんは、フォークの使い方も忘れ、自分の名前も書けなくなりましたが笑顔は忘

れてはいません。おじいちゃんは、料理、洗濯をすることが多くなり、おばあちゃんを風呂に
入れてトイレの世話をしています。夜、おばあちゃんがナイフを持って『ここは私の家よ。出
て行け』と叫ぶと、おじいちゃんは自分のことを思い出させるようにしています」

祖父のポールさんは次のように話しています。
「認知症の祖母によって家族がどれほど影響を受けているか孫がこんなによく観察している

とは知らなかった。物語のおかげで家族がいっそう親密になった。妻の症状は進行している
が、孫がくると、すぐにわかり態度も変わる。トムが子どもの頃、一緒に過ごした時間が長かっ
たからだろう」と。

この物語は、2010年ノーマンメイラー大学ノンフィクション賞を受け、医療や介護の関係
者に注目され、教材として利用されています。

（ミシガン州の情報サイトmlive.comの2011年6月14日版“Young people find ways to stay connected 
to loved ones with dementia”より）

イギリスの公的第三者機関である平等人権委員会は、在宅で介護を受けている65歳以上の
高齢者の人権状況について調査を行い、高齢者とその介護者344人、58介護事業所、101人の
ホームヘルパーや地方自治体からのレポートをもとに以下のような中間報告を発表しました。
●�在宅の寝たきり高齢者への訪問の間隔が長く、夕方の5時に寝かされ翌朝の10時に訪問す
ることもある。
●�清拭や飲食介助が十分行われず長期間、汚れたベッドと衣類のままである。
●�職員の回転が速く、複数の職員から介護を受けている。2週間に32人の介護者が担当して
いた例もある。
●�訪問時間が短く、食事の用意か洗濯かどちらか一つを選ばなければならない場合がある。
●�多くの高齢者はプライバシーや尊厳が守られていないと感じているが、それを訴えること
を怖がり、在宅介護に高い質を期待していない。
イギリスのアルツハイマー病協会のケッテリンガム部長は「この調査では、虐待、無視等

の事例が報告されている。介護職は質の高いケアをしたいと望んでいるが、そのためには研
修やケアのための十分な時間が必要だ。この報告は緊急に社会サービスのための財政システ
ムが必要なことを示している」と話しています。

なお、このレポートの最終報告は2011年末の予定です。
（EHRC、2011 年 6 月 20 日 の 報 告“Inquiry reveals failure to protect the rights of older people 
receiving care at home” および Alzheimer's Society、6 月 21 日の 発 表 の“Alzheimer's Society 
comment on EHRC report”より）

★�若者と認知症の祖母と
　家族の絆（アメリカ）

★�在宅介護を受けている高齢者の人権が
　守られていない（イギリス）
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と

情報
全国で一斉街頭行動や講演会を実施

今年の標語は京都府の三木敦子さんの作品が、総会
で選ばれました。ポスター、リーフレットに掲載して啓
発活動をしていきます。

世界アルツハイマーデーは、国際アルツハイマー病協
会が認知症の理解をすすめ、本人や家族への施策が充
実されることを目的として1994年に9月21日と定めまし
た。この日を中心にして世界各国でも活動が展開されま
す。

■リーフレット・ポスター
合わせて312,000枚を作成。介護家族への心のケアや

支援の必要性と、身近にいる介護家族への支援を求め
た内容です。表紙では京都府の山﨑奈保子・良昭夫妻
の笑顔の写真とともに日頃の様子を紹介しています。
■街頭行動

9月17日（土）を中心に、全国117 ヵ所で1,660名が

参加予定で、認知症の理解を
求めてリーフレットを配布しま
す。県知事の表敬訪問や啓発
パネル・活動写真の展示も予
定しており、熊本県では「ね
んりんピック2011くまもと」
の協賛イベントとして実施し
ます。（詳細は各支部へお問
い合わせください）
■記念講演会
「家族支援」を基本テーマ

に全国46ヵ所と本部主催2ヵ
所、参加予定人数10,750名で記念講演会を開催します。
認知症サポーター養成講座として実施し、参加者にはオ
レンジリングをお渡しします。

支部名 日　　時 会　場 講　師

北 海 道 10月 15日㈯ 10:00 ～
弟子屈町社会老人福祉セ
ンター

坂本惠子

青 森 県 09月 11日㈰ 13:00 ～ 八戸市総合福祉会館 立花美江他

岩 手 県 10月 09日㈰ 未定 アイーナ他 紺野敏昭他

宮 城 県 10月 16日㈰ 13:00 ～ 仙台市シルバーセンター 山崎英樹

秋 田 県 09月 10日㈯ 13:30 ～ 秋田県民会館 北島正人

山 形 県 09月 24日㈯ 13:30 ～ 霞城セントラル 梅津宏明

福 島 県 09月 17日㈯ 未定 福島県医師会館 片山禎夫

茨 城 県 12月 04日㈰ 12:30 〜 つくば国際会議場 未定

栃 木 県 9月19日（月・祝） 13:30 〜 栃木県文化センター（予定） 杉山孝博

群 馬 県 09月 25日㈰ 12:40 〜 群馬県公社総合ビルホール 朝田隆

埼 玉 県 10月 08日㈯ 12:45 〜 市民会館うらわ 早川一光、髙見国生

千 葉 県 10月 01日㈯ 13:00 〜 千葉市民会館 杉山孝博

神奈川県 9月23日（金・祝） 13:00 〜 県民共済プラザビル 樋口恵子

山 梨 県 11月 26日㈯ 13:30 〜 未定 布村明彦

長 野 県 09月 10日㈯ 13:30 〜 飯田市さんとぴあ 江森けさ子

新 潟 県 09月 10日㈯ 13:30 〜 新潟市総合福祉会館 「家族の会」会員

富 山 県 09月 18日㈰ 13:00 〜 サンフォルテ 芝田英昭

石 川 県 09月 25日㈰ 13:00 〜 近江町交流プラザ 勝田登志子

福 井 県 09月 10日㈯ 13:30 〜 武生商工会議所 松原六郎

岐 阜 県 09月 24日㈯ 13:30 〜 じゅうろくプラザ 未定

静 岡 県 10月 01日㈯ 13:00 〜 富士市フィランセ 片山禎夫

愛 知 県 9月23日（金・祝） 10:00 〜 東海市しあわせ村 未定

三 重 県 09月 17日㈯ 14:30 〜 アスト津 未定

滋 賀 県 10月 23日㈰ 10:00 〜 栗東文化芸術会館 町永俊雄

支部名 日　　時 会　場 講　師
大 阪 府 10月 07日㈮ 13:30 〜 阿倍野市民学習センター 山本秀樹

兵 庫 県
09月 10日㈯ 13:30 〜 兵庫県農業会館 西川勝

11月 06日㈰ 13:30 〜 但馬長寿の郷　郷ホール 都村尚子

奈 良 県 10月 01日㈯ 13:00 〜 奈良県社会福祉総合センター 岸本年史

和歌山県 09月 04日㈰ 13:30 〜 プラザホール 中世古博幸

鳥 取 県 12月 17日㈯ 13:30 〜
米子コンベンションセンター
国際会議室

木之下徹

島 根 県 10月または 11月 未定 未定 片山禎夫

岡 山 県 09月 10日㈯ 13:00 〜
県総合福祉・ボランティア・
ＮＰＯ会館

戸田恵他

広 島 県 09月 03日㈯ 13:30 〜 三次ＣＣプラザ 高畑紳一

山 口 県 09月 17日㈯ 13:00 〜 美称市公民館 川井元晴

徳 島 県 10月 29日㈯ 13:00 〜 県立障害者交流プラザ 未定

香 川 県 10月 23日㈰ 未定 未定 片山禎夫

愛 媛 県 11月 10日㈭ 13:30 〜 松山市総合福祉センター 小野寺彦宏

高 知 県 10月 16日㈰ 13:00 〜 高知新聞社放送会館 藤川幸之助

福 岡 県 11月 06日㈰ 13:00 〜 クローバープラザ 早川一光

長 崎 県 11月 07日㈪ 19:00 〜 未定 早川一光

熊 本 県 10月 16日㈰ 13:30 〜 グランメッセ熊本 未定

大 分 県

10月 01日㈯ 13:00 〜 臼杵市中央公民館 藤川幸之助

10月 09日㈰ 13:00 〜 中津市小幡記念図書館
柳本有二、
足立昭一・由美子

11月 19日㈯ 13:00 〜 ウサノピア 片山禎夫

宮 崎 県 09月 17日㈯ 13:00 〜 ＭＲＴミック 川畑信也

鹿児島県 09月 18日㈰ 13:00 〜 鹿児島県医師会館 大窪隆一

会場等詳細は支部へお問い合わせください。（敬称略）

京都 東京

本部主催●世界アルツハイマーデー記念講演会

　�レビー小体型認知症の特徴と対応について、発見者である小阪憲司氏（横浜市立大
学名誉教授）の講演と、家族が求める“家族支援”について議論します。

出演：小阪憲司氏、川井元晴氏（准教授）、山口隆氏（京都府）、古川美佳氏（地域包
括支援センター）、鎌田松代氏（介護家族・看護師）、進行：田部井康夫（「家
族の会」理事）

「穏やかな終末期を迎えるために」をテーマに石飛幸
三氏（医師）から認知症本人との終末期の過ごし方に
ついての講演。

出演：石飛幸三氏

9月10日土 13:00～16:00� 場所：龍谷大学アバンティ響都ホール 9月17日土 13:00～15:30
場所：全電通会館・全電通ホール

認知症　あなたがつなぐ　支援の輪
9/21 世界アルツハイマーデー

京都市の山﨑奈保子・良昭夫妻。
笑顔が素敵なポスター

「ぽ〜れぽ〜れ」通巻373号●2011年８月25日発行（第３種郵便物認可） 「ぽ〜れぽ〜れ」通巻373号●2011年８月25日発行（第３種郵便物認可）
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この度の東日本大震災及び福島原子力爆発の
事故につきましては、「家族の会」の方々の温か
いご支援とご協力、励ましの言葉をいただき、
感謝に堪えません。本日貴重な義援金150,000
円を確かにお受け取りいたしました。代表理事
の髙見様始め事務局の方々、ご賛同いただきま
した会員の皆様に心よりお礼申し上げます。
私も介護12年目の妻を抱え、施設なども考え
ましたが、難しく、仙台の娘のところで、1ヵ
月間はガスも水道もないマンションの5階で、
余震に悩まされながら多くの方々の協力で食べ
物や水の差し入れ、本当に助かりました。
ようやくヘルパーさんが週4回訪問していた
だくことで自宅で頑張っています。幸い私のと
ころは原発より24.6キロの避難準備地域の指定
でありますが、原発の収束が不安定なため、怯
えながら生活しております。しかし、家屋の流
失や死亡、行方不明の方々を思うと心が痛みま
す。数多くの知人友人を亡くし、5月7日以来、
9回の告別式、火葬のまま、お寺様にお願いし
てあるところに8ヵ所、言葉が出ない、誰にど
うくやしいという言葉を言えばよいのかわかり
ません。

この度の震災に関し、義援金を頂戴し、心よ
り厚くお礼申し上げます。
震災でたくさんのものを失いました。世話人
の井筒由美子さんもそうです。1週間前、宮城
県支部の全体世話人会で一緒でした。小規模多
機能に働く彼女と、老人ホームに働く私とで仕
事の話、家族の話をしました。
彼女が身内のない方の死に直面した時のこと
を、「一生懸命生きてきて、終の棲家がここだと
思うとなんだか複雑なんだよね」と。
まさか、その1週間後にこんな別れ方になる
とは思わず、「また会おうね、話聞いてね」など
と会話し、喜んで、手を振って、お互い帰路に
つきました。
震災直後、命があるだけでありがたい、頑張
れると自分に言い聞かせ、元気なふりをしてき
ました。ただ、日が経つにつれ、家の修繕費な
どの出費に不安になり、雨漏りに悩まされ、憂
鬱な気持ちになっています。
今年の仙台七夕には京都の祇園祭に使われる
山車が加わると聞きました。すごくありがたい
ことです。去年の全国研究集会でご披露した「す
ずめ踊り」も今年は自粛しておりましたので、
久々のお祭りです。宮城が元気になりますよう、
私も頑張っていきます。

会報6月号（371号）の記事、髙見代表と
鎌田編集長が被災地を訪問されて、「ご無
事で…」「会えてうれしい」と、代表と小
野寺岩手県支部代表のお二人がしっかり抱
き合われた写真に胸が熱くなりました。同
時に支部の皆さんと笑顔で「がんばろう！」
との写真に、よかったなあと嬉しくなりま
した。

また、三陸町の特養で53人自力避難でき
ず津波に…の新聞記事。私の妻も京都では
ありますが特養に。自力では動けません。

今の私にできることは義援金を贈ること
だと、ある団体に送金した際、「妻が認知
症であるだけにとりわけ認知症の皆さんの
ことが気にかかる、一日でも早く一人でも
多くの介護者を」と書いたところ、その要
旨を機関誌に載せてくださいました。
「家族の会」にも追加の義援金を贈るつ

もりです。髙見代表の本、「あぁ、認知症
家族、つながれば希望が見えてくる」の出
版も嬉しいことです。

会報5月号（370号）の13ページで「今月
の本人Ｍさん」の話がありました。職場の理

解で働き続けているとのこと。◦職場におい
てサポートの方がついてくださること、◦「休
暇申請のチェック」などの記載があります。

今、新卒者でも就職困難で、各職場では
人員減によりストレスが増加する中、若年認
知症の方や障害を持つ方への就労支援をす
る余裕のあるところが少なくなっているかと
思います。もう少し具体的にこの就労支援に
関する記事などを掲載していただけたらと思
います。Ｍさんの場合、いろいろと困難なこ
とが増える中で何ができて、何については支
援が必要でこの仕事は免除など、産業医や
本人、上司などの話し合いの中で決めておら
れるのでしょうか？
◉編集委員会より
　ご意見をありがとうございます。
　職場の理解不足、態勢不備や、昨今の経済情勢
などで退職となることが多い現状から、「家族の
会」が昨年12月に国に提出した「若年期認知症
要望書」の中でも2番目に「就労の継続支援」を
挙げています。「Ｍさんの職場の現状をもっと知
りたい」とのことですがＭさんや職場の都合で詳
細は出せないのです。働き続けられる職場が多く
なるよう編集委員会では就労継続の現状を伝え、
それが当たり前になるよう声を出し続けます。
� （編集委員長　鎌田松代）

いま、鬱と自律神経失調でとても困ってい
る私は母と同居している弟に責められるのが
とてもつらいです。仮病だと思っているらし
い。地域の会に行っても、同居している人が

「やってみないと分からない苦労」とおっしゃ
るのを聞くと余計落ち込んでしまいます。母
に手紙を書いたり、電話をしたり、（必死で
明るい声を出しています）今、自分にできる
ことを精いっぱいやっているつもりなのです
が。同じ立場の方と話せたらいいなと思いま
す。人が怖くて仕方ありません。

京都府・Ｕさん　男

被災地の認知症の
人のことが気になる

兵庫県・Ｎさん　女

認知症の人にどんな
就労支援？

静岡県・Ｗさん　57 歳　女

同居していない者の悩み

福島県・Ｋさん　男 宮城県　Ｓさん　女

全国や世界の人の
心温まる支えで 1週間前にお会いしたのに…

東日本大震災
義援金  感謝の声が届いています

寄せられた手紙▶

〈東日本大震災義援金専用口座〉

ゆうちょ銀行からの振込●郵便振替口座番号：00980-4-146638　　口座名義：家族の会東日本大震災義援金	
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※義援金や寄付金を会費（郵便振替口座番号:01050-3-047146）と一緒にお振込みいただく場合は、備考欄に「義援金」か「寄付金」かを明記してください。

東日本大震災義援金協力者一覧
（敬称略、所属支部別、入金日順） 義援金を寄せていただいた方々をご紹介します。

●義援金専用口座利用者（現金入金者も含む　6／ 24～ 7／ 23）
【北海道】金子昭紀　【栃木県】大門亘　【埼玉県】矢部毅／青木治男／山田和子　【愛知県】田中裕子　【神奈川県】堀口綽男　【京都府】倉田嘉子／山中重臣・多賀子／梅
田四郎／湯浅由美　【奈良県】奈良県支部６月集会参加者／鈴木正子／松本律子　【島根県】植野達也　【鹿児島県】中釜民子

●会費入金口座利用者（6／ 24～ 7／ 23）会費と一緒にお振り込みいただいた方
【青森県】佐藤房江　【埼玉県】河野幸子　【東京都】遠藤照美　【神奈川県】真崎恵子　【静岡県】中川久代　【兵庫県】佐藤千枝子　【和歌山】鳥羽正義　【大分県】大石美
保子� ※会員以外は住所地都道府県に掲載

※６月号掲載もれのお詫び　会費と一緒に義援金をお振込いただいた方で、６月号の会報に掲載すべきところ、記載漏れがありました。深くお詫び申し上げますとともに、
改めてご紹介させていただきます。　【京都府】小西恵子　【島根県】堀江法恵　【徳島県】平松加代子

会報「ぽ〜れぽ〜れ」6月号を読んで

つながる「家族の会」
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この度の東日本大震災及び福島原子力爆発の
事故につきましては、「家族の会」の方々の温か
いご支援とご協力、励ましの言葉をいただき、
感謝に堪えません。本日貴重な義援金150,000
円を確かにお受け取りいたしました。代表理事
の髙見様始め事務局の方々、ご賛同いただきま
した会員の皆様に心よりお礼申し上げます。
私も介護12年目の妻を抱え、施設なども考え
ましたが、難しく、仙台の娘のところで、1ヵ
月間はガスも水道もないマンションの5階で、
余震に悩まされながら多くの方々の協力で食べ
物や水の差し入れ、本当に助かりました。
ようやくヘルパーさんが週4回訪問していた
だくことで自宅で頑張っています。幸い私のと
ころは原発より24.6キロの避難準備地域の指定
でありますが、原発の収束が不安定なため、怯
えながら生活しております。しかし、家屋の流
失や死亡、行方不明の方々を思うと心が痛みま
す。数多くの知人友人を亡くし、5月7日以来、
9回の告別式、火葬のまま、お寺様にお願いし
てあるところに8ヵ所、言葉が出ない、誰にど
うくやしいという言葉を言えばよいのかわかり
ません。

この度の震災に関し、義援金を頂戴し、心よ
り厚くお礼申し上げます。
震災でたくさんのものを失いました。世話人
の井筒由美子さんもそうです。1週間前、宮城
県支部の全体世話人会で一緒でした。小規模多
機能に働く彼女と、老人ホームに働く私とで仕
事の話、家族の話をしました。
彼女が身内のない方の死に直面した時のこと
を、「一生懸命生きてきて、終の棲家がここだと
思うとなんだか複雑なんだよね」と。
まさか、その1週間後にこんな別れ方になる
とは思わず、「また会おうね、話聞いてね」など
と会話し、喜んで、手を振って、お互い帰路に
つきました。
震災直後、命があるだけでありがたい、頑張
れると自分に言い聞かせ、元気なふりをしてき
ました。ただ、日が経つにつれ、家の修繕費な
どの出費に不安になり、雨漏りに悩まされ、憂
鬱な気持ちになっています。
今年の仙台七夕には京都の祇園祭に使われる
山車が加わると聞きました。すごくありがたい
ことです。去年の全国研究集会でご披露した「す
ずめ踊り」も今年は自粛しておりましたので、
久々のお祭りです。宮城が元気になりますよう、
私も頑張っていきます。

会報6月号（371号）の記事、髙見代表と
鎌田編集長が被災地を訪問されて、「ご無
事で…」「会えてうれしい」と、代表と小
野寺岩手県支部代表のお二人がしっかり抱
き合われた写真に胸が熱くなりました。同
時に支部の皆さんと笑顔で「がんばろう！」
との写真に、よかったなあと嬉しくなりま
した。

また、三陸町の特養で53人自力避難でき
ず津波に…の新聞記事。私の妻も京都では
ありますが特養に。自力では動けません。

今の私にできることは義援金を贈ること
だと、ある団体に送金した際、「妻が認知
症であるだけにとりわけ認知症の皆さんの
ことが気にかかる、一日でも早く一人でも
多くの介護者を」と書いたところ、その要
旨を機関誌に載せてくださいました。
「家族の会」にも追加の義援金を贈るつ

もりです。髙見代表の本、「あぁ、認知症
家族、つながれば希望が見えてくる」の出
版も嬉しいことです。

会報5月号（370号）の13ページで「今月
の本人Ｍさん」の話がありました。職場の理

解で働き続けているとのこと。◦職場におい
てサポートの方がついてくださること、◦「休
暇申請のチェック」などの記載があります。

今、新卒者でも就職困難で、各職場では
人員減によりストレスが増加する中、若年認
知症の方や障害を持つ方への就労支援をす
る余裕のあるところが少なくなっているかと
思います。もう少し具体的にこの就労支援に
関する記事などを掲載していただけたらと思
います。Ｍさんの場合、いろいろと困難なこ
とが増える中で何ができて、何については支
援が必要でこの仕事は免除など、産業医や
本人、上司などの話し合いの中で決めておら
れるのでしょうか？
◉編集委員会より
　ご意見をありがとうございます。
　職場の理解不足、態勢不備や、昨今の経済情勢
などで退職となることが多い現状から、「家族の
会」が昨年12月に国に提出した「若年期認知症
要望書」の中でも2番目に「就労の継続支援」を
挙げています。「Ｍさんの職場の現状をもっと知
りたい」とのことですがＭさんや職場の都合で詳
細は出せないのです。働き続けられる職場が多く
なるよう編集委員会では就労継続の現状を伝え、
それが当たり前になるよう声を出し続けます。
� （編集委員長　鎌田松代）

いま、鬱と自律神経失調でとても困ってい
る私は母と同居している弟に責められるのが
とてもつらいです。仮病だと思っているらし
い。地域の会に行っても、同居している人が

「やってみないと分からない苦労」とおっしゃ
るのを聞くと余計落ち込んでしまいます。母
に手紙を書いたり、電話をしたり、（必死で
明るい声を出しています）今、自分にできる
ことを精いっぱいやっているつもりなのです
が。同じ立場の方と話せたらいいなと思いま
す。人が怖くて仕方ありません。
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■自分たちのことを伝えよう
ジム・マンさんはアルツハイマー病の診断を受けていますが、
カナダ　ブリティッシュコロンビア州のアルツハイマー協会の理
事、権利擁護委員として活躍しています。
彼はADIの機関紙「グローバルパースペクティブ」6月号に本
人の立場から「自分を主張すること」の大切さについて投稿しま
した。「自分のことを話し人に伝えてこそアルツハイマー病に対す
る偏見や差別を打ち破ってネットワークを広げることができます。

アルツハイマー病とともに生きるということ
を知っているのは私たちだけなのです。私た
ちが伝えなければ誰もわからないのです。大
きな会議の場だけでなく、ちょっとした会話、
一本の電話も『アルツハイマー病と生きるこ
と』への理解を深める大切な機会なのです」。
マンさんが名誉編集委員を務める同協会の、
本人による本人のための会報『インサイト』
は最新号で「自分たちのことを伝えよう」という特集を組み大き
な反響を呼んだとのこと。マンさんは、様々な機会を通じて自分
たち自身のことを話し、地域から国際社会にまで理解の輪を広げ
ていこうと呼びかけています。
� （国際交流委員　鷲巣典代）

今年5月より、鹿児島市からの委託で、市内33ヵ
所で月1回ずつ認知症の介護相談を受ける「認知症相
談窓口事業」を行っています。市内の地域福祉館など
で、この窓口の目印であるオレンジ色ののぼり旗を掲

げていると、地域住民をはじめ市外の方も訪れ、多く
の相談が寄せられています。相談を機に家族の会へ入
会されたり、認知症サポーター養成講座を受けられた
りと、認知症に対する理解が広がっており、支部では
「地域住民の心のよりどころになってほしい」と話し
ています。

鹿児島
県支部

6月より支部では、県・市の委託で「おかやま認知
症コールセンター」を開設し、新たに4人の専門職の
相談員を加えスタートしました。開設初日は県・市の
担当者が出席、またマスコミ各社の取材があり、そ

の日のニュースで取り上げられるなど、大きな関心が
寄せられました。当日は2台ある電話は鳴りっぱなし
の状態で、「電話がつながらない」という苦情もあっ
たほどです。また開設翌日も多くの相談があり、この
コールセンターへの期待を感じさせるものとなりまし
た。

岡山県
支部おかやま認知症コールセンター開設

支部の地区会の中には、各地の会員が実施している
「デイホーム」という、認知症の人とその家族の支援
を目的とした民間デイホームがあります。そのひとつ
上越地区では、平成7年に会員が立ち上げた「デイホー

ムとなりぐみ」が、週2回家族の相談を受けたり、多
くの認知症の人に利用されています。ここでは毎回格
安で提供される手作りの昼食が好評で、最近では介護
サービスを利用しない一人暮らしの高齢者の憩いの場
となっています。介護経験者の会員ならではの気配り
で、訪れる人を癒しています。

新潟県
支部「デイホーム」を続けて 16 年

鹿児島市内33ヵ所で巡回相談

カナダの巻

支部の小宮俊昭副代表と母親との生活を記録し、昨
年制作された毎日放送の番組「母との暮らし～介護
する男たちの日々～」が多くの賞を受賞。支部会報で
小宮副代表と番組制作者がその撮影を振り返りまし
た。撮影は3ヵ月にも及び、介護の状況や、夜何度も

母親から起こされる様子が映
されましたが、番組制作者は
「小宮さんが怒った顔を撮りた
かったが、いつもニコニコしていた」と話し、小宮副
代表が介護の合間に「男性介護者のつどい」のチラシ
を街で配るなど、「自分たちの力で何とかしよう」と
いう姿勢が番組の評価を上げたと語りました。

滋賀県
支部ドキュメンタリー制作の裏話

1�「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」サー
ビスを地域密着型として設ける
この新型サービスが、利用者の選択肢を広げ

るものであれば反対する理由はありません。し
かし、これまでも夜間対応型の制度はあったに
もかかわらず有効に機能したとは言えません。
その要因についての十分な検討はなされておら
ず、今度は有効に機能するという保証は得られ
ていません。また、地域密着・定額方式で行う
とのことですが、通所、訪問など既存のサービ
スや小規模多機能型サービスとの関係はどうな
るのか、利用者にとってはますますわかりにくく
複雑な制度になってしまう懸念があります。「家
族の会」の要望書では、認知症の人の在宅での
暮らしを保証するために、滞在型の訪問も併せ
て強化し選択肢の幅を広げることを要望してい
ます。

2�市町村は「介護予防・日常生活支援総合事業」
を行うことができる
この事業は、従来介護度の軽い人に提供され

ていた介護保険上の一部のサービスを市町村独
自のサービスに振り替えることができるというも
のです。文言上は、実施してもしなくてもよい
と受け取れます。お住まいの市町村がこの事業
を実施するのか、しないのか。実施する場合従
来と同等以上のサービスが保障されるのか、気
を付けて見守る必要があります。「要望書」では、
従来と同等以上のサービスが確保されるよう、

市町村判断によるのではなく、利用者の選択権
を保障することを要望しています。

3�介護療養型施設の2017年までの存続を認め
る
療養型施設は本来医療行為を必要とする人の

ための施設です。その入所条件にふさわしくな
い人が含まれていることを理由にいきなり廃止
して、医療が必要な人の居場所を奪うことは許
されません。多くの反対の声を受けて2017年ま
での存続が認められたものです。
「要望書」では、その人その人にふさわしい居

場所が確保されるよう、制度の推移にかかわら
ず、現状と同等の必要な医療と介護を保障する
よう要望しています。

4研修を受けた介護者等にたんの吸引を認める
たんの吸引は医療行為として、在宅の患者に

家族が行う場合に限って、例外的に医療関係者
以外が行うことが認められていました。その行
為の安全性が確保されれば、緊急の場合などに
迅速に対応できる人材が多いほうがよいことは
確かです。目の前で苦しむ人に手を差し伸べる
ことのできない無念さを経験した介護者は少な
くないと思われます。そうした現場の声を受け
て、研修を前提としてたんの吸引行為が認めら
れました。次第に定着してゆくことを願って、「家
族の会」はこの流れを容認しています。

　6月15日、参議院本会議で介護保険改正法案が可決され、成立しました。介護に直接関係する内容
と「家族の会」の対応（要望内容）について報告します。

介護保険制度改正の内容と
「家族の会」の対応
田部井康夫（「家族の会」理事・介護保険・社会保障専門委員会委員長）
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■自分たちのことを伝えよう
ジム・マンさんはアルツハイマー病の診断を受けていますが、
カナダ　ブリティッシュコロンビア州のアルツハイマー協会の理
事、権利擁護委員として活躍しています。
彼はADIの機関紙「グローバルパースペクティブ」6月号に本
人の立場から「自分を主張すること」の大切さについて投稿しま
した。「自分のことを話し人に伝えてこそアルツハイマー病に対す
る偏見や差別を打ち破ってネットワークを広げることができます。

アルツハイマー病とともに生きるということ
を知っているのは私たちだけなのです。私た
ちが伝えなければ誰もわからないのです。大
きな会議の場だけでなく、ちょっとした会話、
一本の電話も『アルツハイマー病と生きるこ
と』への理解を深める大切な機会なのです」。
マンさんが名誉編集委員を務める同協会の、
本人による本人のための会報『インサイト』
は最新号で「自分たちのことを伝えよう」という特集を組み大き
な反響を呼んだとのこと。マンさんは、様々な機会を通じて自分
たち自身のことを話し、地域から国際社会にまで理解の輪を広げ
ていこうと呼びかけています。
� （国際交流委員　鷲巣典代）

今年5月より、鹿児島市からの委託で、市内33ヵ
所で月1回ずつ認知症の介護相談を受ける「認知症相
談窓口事業」を行っています。市内の地域福祉館など
で、この窓口の目印であるオレンジ色ののぼり旗を掲

げていると、地域住民をはじめ市外の方も訪れ、多く
の相談が寄せられています。相談を機に家族の会へ入
会されたり、認知症サポーター養成講座を受けられた
りと、認知症に対する理解が広がっており、支部では
「地域住民の心のよりどころになってほしい」と話し
ています。

鹿児島
県支部

6月より支部では、県・市の委託で「おかやま認知
症コールセンター」を開設し、新たに4人の専門職の
相談員を加えスタートしました。開設初日は県・市の
担当者が出席、またマスコミ各社の取材があり、そ

の日のニュースで取り上げられるなど、大きな関心が
寄せられました。当日は2台ある電話は鳴りっぱなし
の状態で、「電話がつながらない」という苦情もあっ
たほどです。また開設翌日も多くの相談があり、この
コールセンターへの期待を感じさせるものとなりまし
た。

岡山県
支部おかやま認知症コールセンター開設

支部の地区会の中には、各地の会員が実施している
「デイホーム」という、認知症の人とその家族の支援
を目的とした民間デイホームがあります。そのひとつ
上越地区では、平成7年に会員が立ち上げた「デイホー

ムとなりぐみ」が、週2回家族の相談を受けたり、多
くの認知症の人に利用されています。ここでは毎回格
安で提供される手作りの昼食が好評で、最近では介護
サービスを利用しない一人暮らしの高齢者の憩いの場
となっています。介護経験者の会員ならではの気配り
で、訪れる人を癒しています。

新潟県
支部「デイホーム」を続けて 16 年

鹿児島市内33ヵ所で巡回相談

カナダの巻

支部の小宮俊昭副代表と母親との生活を記録し、昨
年制作された毎日放送の番組「母との暮らし～介護
する男たちの日々～」が多くの賞を受賞。支部会報で
小宮副代表と番組制作者がその撮影を振り返りまし
た。撮影は3ヵ月にも及び、介護の状況や、夜何度も

母親から起こされる様子が映
されましたが、番組制作者は
「小宮さんが怒った顔を撮りた
かったが、いつもニコニコしていた」と話し、小宮副
代表が介護の合間に「男性介護者のつどい」のチラシ
を街で配るなど、「自分たちの力で何とかしよう」と
いう姿勢が番組の評価を上げたと語りました。

滋賀県
支部ドキュメンタリー制作の裏話

1�「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」サー
ビスを地域密着型として設ける
この新型サービスが、利用者の選択肢を広げ

るものであれば反対する理由はありません。し
かし、これまでも夜間対応型の制度はあったに
もかかわらず有効に機能したとは言えません。
その要因についての十分な検討はなされておら
ず、今度は有効に機能するという保証は得られ
ていません。また、地域密着・定額方式で行う
とのことですが、通所、訪問など既存のサービ
スや小規模多機能型サービスとの関係はどうな
るのか、利用者にとってはますますわかりにくく
複雑な制度になってしまう懸念があります。「家
族の会」の要望書では、認知症の人の在宅での
暮らしを保証するために、滞在型の訪問も併せ
て強化し選択肢の幅を広げることを要望してい
ます。

2�市町村は「介護予防・日常生活支援総合事業」
を行うことができる
この事業は、従来介護度の軽い人に提供され

ていた介護保険上の一部のサービスを市町村独
自のサービスに振り替えることができるというも
のです。文言上は、実施してもしなくてもよい
と受け取れます。お住まいの市町村がこの事業
を実施するのか、しないのか。実施する場合従
来と同等以上のサービスが保障されるのか、気
を付けて見守る必要があります。「要望書」では、
従来と同等以上のサービスが確保されるよう、

市町村判断によるのではなく、利用者の選択権
を保障することを要望しています。

3�介護療養型施設の2017年までの存続を認め
る
療養型施設は本来医療行為を必要とする人の

ための施設です。その入所条件にふさわしくな
い人が含まれていることを理由にいきなり廃止
して、医療が必要な人の居場所を奪うことは許
されません。多くの反対の声を受けて2017年ま
での存続が認められたものです。
「要望書」では、その人その人にふさわしい居

場所が確保されるよう、制度の推移にかかわら
ず、現状と同等の必要な医療と介護を保障する
よう要望しています。

4研修を受けた介護者等にたんの吸引を認める
たんの吸引は医療行為として、在宅の患者に

家族が行う場合に限って、例外的に医療関係者
以外が行うことが認められていました。その行
為の安全性が確保されれば、緊急の場合などに
迅速に対応できる人材が多いほうがよいことは
確かです。目の前で苦しむ人に手を差し伸べる
ことのできない無念さを経験した介護者は少な
くないと思われます。そうした現場の声を受け
て、研修を前提としてたんの吸引行為が認めら
れました。次第に定着してゆくことを願って、「家
族の会」はこの流れを容認しています。

　6月15日、参議院本会議で介護保険改正法案が可決され、成立しました。介護に直接関係する内容
と「家族の会」の対応（要望内容）について報告します。

介護保険制度改正の内容と
「家族の会」の対応
田部井康夫（「家族の会」理事・介護保険・社会保障専門委員会委員長）
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１．介護保険制度2012年改定と国民負担
◦介護保険制度の国民負担

介護における費用負担には、主に次の４つの要
素が絡み合っています。①介護保険料負担（住
民税非課税の低所得者にも賦課されるほど厳し
い）、②1割の自費負担（本来は利用者が一旦全
額を支払い、そのうち9割を費用給付されるしく
み）、③保険給付されないサービス利用料と区分
支給限度額を超える全額自費負担部分（いわゆる
自費との｢混合診療｣が容認された仕組み）、④租
税負担（保険給付の財源の内5割は租税負担）で
す。

◦給付増が保険料に跳ね返る
　介護保険制度のしくみ

介護保険財源は1割の自費を除く、残りの9割
のうち50％が公費、19％が1号被保険者（65歳以
上）、31％が2号被保険者と事業主の負担となっ
ています。保険制度には全額公費または事業主
負担という考えも理論的にはあり得ますが、現在
の介護保険制度は、給付が増えれば被保険者の
保険料負担に跳ね返る仕組みとなります。また保
険者は市町村で、地域によって保険料が異なりま
す。2003年の保険料改定では概ね月額1000円程
度の値上げとなりました。

そのためか、2004年頃から市町村での給付の
抑制が始まり、「同居家族がいると家事援助はダ
メ」「外出（散歩）介助はダメ」という、「ローカ
ルルール」がすすめられました。2006年からは、
施設利用者からの住居費・食費が別途徴収され、
2006年からは、「自立」と「近隣の支え合い」を

謳う、新予防給付が始まりました。

◦介護保険制法改定による負担と給付
介護報酬と保険料の提示はこれからですから、

今回の制度改定の特徴と2012年度制度改定の特
徴は、「軽度者」外しと「重度者」の在宅化とい
えます。財源・費用負担面から見ます。

第1は医療部分の介護保険へのシフトです。介
護保険制度とともに療養病床や老健施設、在宅
医療の一部が介護保険財源に移行しました。今
回、痰の吸引などの医療行為が介護職へ「解禁」
され、いきおい医療依存度の高い「重度」高齢者
が療養病床から介護施設へとシフトすることにな
るでしょう。「定期巡回・随時対応型訪問介護看
護」の新設は、退院促進の受け皿を介護保険で
対応することを意味します。

第２は「軽度」とされる要支援者への対応です。
要支援者へのサービスを、予防給付か市町村の

「日常生活支援総合事業」のどちらで対応するか
市町村が選択することになります。サービス内容
の低下が危惧される「総合事業」（介護保険財源）
への移行いかんでは利用者・自治体負担に跳ね返
るという矛盾を抱え込みます。

訪問介護の報酬が年々短時間化していることは
認知症高齢者介護を困難にしています。介護報
酬の低い包括型の地域密着型サービスが今回重
視されていますが、認知症高齢者介護にとっては
利用者と自治体負担増が危惧されます。｢地域包
括ケア｣、専用住宅と外付けサービスの展開など
がどのような負担強化となるのかも注視すべきで
す。� （つづく）

介護保険制度
のポイント

高齢者の税・社会保険料負担
と介護保険制度改定①

連載5
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みなさんこんにちは。私は広島で弁護士
をしている水中誠三と申します。「家族の会」
の広島県支部顧問をさせていただいていま
すが、今年は広島弁護士会会長に就任して
いることもあり、十分な支援ができないこと
をお詫び申し上げます。

私は法律家ですので、法律という視点か
ら認知症の人々とその人々を職業的にケア
する立場にある介護者や施設の関係につい
てお話ししたいと思います。

人間は尊厳に満ちた存在です。人は新た
な生命が誕生した時、人間の尊厳を感じ、
尊厳は尊厳死といわれるように人の死をも
コントロールします。人間としての尊厳は認
知症になっても失われてよいはずはありま
せん。自己決定権の尊重、残存能力の活用、
共生の理念が主張される所

ゆ え ん

以です。介護の
主体は利用者であって介護者ではありませ
ん。尊厳を支えるケアでなければケアとは
言えません。プロのケアとは、その意味で
まさに利用者の尊厳を支えるケアと言えま
す。理念はそのとおりですが、実際に介護
する人にとってはこれはきわめて重いテー
マでもあります。介護する人にも人生があり
生活があるからです。しかし、介護を仕事
とする人々にはこの理念をしっかり受け止
め、且つ実践していただきたいと思います。

近年企業においてコンプライアンスの重
要性が言われます。コンプライアンスとは、

法令遵守のことであり、法令には民事、行
政、刑事等あらゆる分野の法規のみならず、
業界の自主規制ルールや倫理等の一般の社
会規範も含まれます。「築城３年、落城１日」
と言われますように、企業が存立してゆくう
えで、きわめて重要な問題です。契約型福
祉社会のもとで、福祉は産業となりました。
これから介護施設においても強くコンプライ
アンスの実践が求められるようになるでしょ
う。そして、それは個人の尊厳を守るもの
でなければならないことは当然です。介護
施設において、コンプライアンスが実践さ
れ、健全な施設でありつづけるためには、「家
族の会」の利用者としての視点及び発言が
重要です。その意味で認知症の人々の人間
としての尊厳を守るための「家族の会」の
活動の重要性はこれからも益々強くなると
思います。
「家族の会」が認知症の人々のために、そ

して介護する家族のために、今後も重要な
役割をはたされることを期待します。

介護施設における
コンプライアンスについて

老いをめぐる私の想い

水中　誠三

「家族の会」広島県支部 顧問
広島弁護士会 会長 

小川栄二立命館大学教授

立命館大学産業社会学部・社会福祉援助技術論。
1978年4月、世田谷区役所入職。2001年4月、
立命館大学産業社会学部　現在に至る
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●まずは海外旅行の思い出を。

羽村：妻の明美も、同じ大学で働いており、妻の勤続

30年記念に海外旅行でもと思いカナダに行きました。そ

れからは毎年ヨーロッパを中心にイタリアはとてもよかっ

たので２回訪れています。病気になってからは海外で迷子

になっては大変なことになるし、周囲にも迷惑をかけるし、

などと思い、躊躇しています。行きたいのですがね。

●�趣味の野球をしている時に、病気への気づきがあったの

ですね。

羽村：一昨年秋頃、バットがどこにあるか分からなく

なったのです。「ここや」と言われてもなく映像が消える、

映らないのです。「おかしいな」と思いました。反対にヘ

ルメットやバッグが見えるのですが「ないよ」と言われま

した。この映像はアリセプトを服用して消えましたが、こ

れが自分の病気への気づきです。

昨年の１月に母が入院し、４月に亡くなりましたがその

頃に、「家のカギがない、どこや」などの言動が増え、葬

儀の時にもおかしかったそうです。そのことがきっかけ

で、妻は認知症を疑い、いろいろと調べ、物忘れ外来を受

診しました。私は「どうしたらいいのか…」と不安な気持

ちでした。検査後の６月にアルツハイマー病の診断を受け

ました。医師は「この病気の完治薬はありません。年単位

で進みます。進行を遅らす薬のみしかないです。その薬は

近くの病院でもらい、次回は１年後に来てください。CD

を渡しますので他の病院を受診されてもよいです」と言い

ました。

｢家族の会｣をテレビで知り、８月に宇治での髙見国生

代表の講演を聞き、京都府立洛南病院の森先生も知り、現

在はそこに受診しています。

診断を聞いた時、ショックはなく、「やっぱりか」と思

いました。今は妻のリードで安心です。彼女がいなくなっ

たら困ります。今後を思うと心配なこともありますが…。

●�毎日の生活で注意されている点などを教えてください。

羽村：「元気に明るく」です。１日１万歩を目標に散歩

をし、身体を動かすようにしています。昔からスポーツは

好きで、軟式野球、テニス、ジョギングなどをしています。

本認知症グループホーム大会」（同協会）
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認知症コールセンターをご存じで
しょうか。これは2009年から都道府
県・政令市が設けている電話相談のこ
とです。「家族の会」の支部が委託を受
けて担当しているところもあります。
「家族の会」は、厚労省からの助成に
より認知症コールセンター相談員のた
めの研修を、2009年度から実施してき
ました。私は昨年度から担当として関
わってきました。
しかし全都道府県に設置されている

わけではありません。「電話相談だから
地元のコールセンターじゃなくてもい
いのでは？」と思われるかもしれませ
んが、地域の医療機関・施設の情報や
悩み、また地域特有の悩みなどにお答
えできるのは地元の相談員だけだと思
います。
今年度は10月3日（月）・岡山県、1

月26日（木）・神奈川県で実施します。
全国で認知症コールセンターが開設

されて、介護で悩んでいらっしゃる方
の支えになるように広報をしていきた
いと思います。

� 　（事務局　辻村康代）
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理事＆本部事務局活動・業務日誌

2日〜3日★九州ブロック会議（福岡）髙見
、水流・鎌田 、水谷 ／7日★常任理

事会／10日★関東ブロック会議（茨城）髙
見 、杉山 、安藤・植松・田部井 、
三木 ／16日〜17日★中国・四国ブロック
会議（鳥取）髙見 、村上・吉野 、櫻井

／18日★杉山孝博Dr. 医学講座神奈川
会場／20日★会報編集会議／電話相談月例
会／24日★近畿ブロック会議（和歌山）髙
見 、荒牧・鎌田・坂口・鈴木・吉野 、
小川・水谷・三木・小野・辻村・櫻井 ／
28日★社会保障審議会介護給付費分科会（東
京）勝田 ／30日★電話相談員研修会

10日★長野県支部世話人会　水谷、小野

６ 日 連絡 支部 「 事 務 連 絡 」 ／13日
連絡 支部 「事務連絡」「寄付金に係る税額

控除制度についてのお知らせ」「貴支部管内
もの忘れ外来について（照会）」 ／ 会報

支部 会員 ぽ〜れぽ〜れ372号　協力：京都
府支部 ／20日 連絡 支部 「事務連絡」
／27日 連絡 支部 「事務連絡」 ／28日
後援承諾 「アルツハイマー型認知症の治療・

予防戦略」（東京顕微鏡院） ／ 後援承諾「日

文書等発受

◦理事・本部活動◦

2011.7

会員のみなさんお元気ですか。
５ページに鎌田松代編集長が書評を書いてくれて

いますが、私の著書「あぁ認知症家族　─つながれ
ば、希望が見えてくる─」が先月、発行されました。
出版社は帯に、「『家族の会』を率いて30年。体験
をもとに描く希望への道筋」と表してくれました。
この本は、昨年の2月、一面識もない岩波書店の
編集者・坂巻克巳氏から「本を書きませんか」とい
う手紙をもらったことから、誕生しました。
氏曰く「『家族の会』30周年の節目に、単なる「家

族の会」の紹介でなく、いま介護で苦しんでいる人
に希望を与えられるようなものを」─。
昨年のそのころはちょうど30周年事業の準備の

真っただ中。とっても執筆の時間は取れないので、
６月の総会終了後から着手することにしました。し
かし、総会が終わってもヒマになるわけではありま
せんでした。「要介護認定廃止」の提言を発表した
こともあって、その後も身辺は多忙を極めました。
それでも、暑かった夏の間におおむね半ばまで書

き上げました。しかし、10月の初め、なぜか私が突
然の禁煙に突入。ことし１月の本欄を覚えておられ
るでしょうか？　吸いたいと思う欲望とのたたかい
で、「とくに、一筆啓上など原稿を書くときには負け
そうになる」と書いています。

「一筆啓上など」と書きま
したが、本当は岩波の本の
執筆にいちばん苦しんでい
たのです。それでも、結局
１本もタバコを吸わずに書
き上げました。もともと吸わ
ない人から見れば、馬鹿みたいな話しでしょうが、
私にしてみれば「自分を褒めてあげたい」記念すべ
き著書になりました。
実は、坂巻氏は今年6月30日で定年退職されま

した。40年近い編集者としての最後の本になった
そうです。執筆の遅れで在職中に発行できなかった
のは申し訳ないことでした。しかし氏は、私の原稿
を根気よく待ち、整理校正を完璧に仕上げて、あと
は印刷だけという状態にして退職されました。感謝
です。
単なる「家族の会」の紹介でなく、希望が与えら

れるものになったかどうか―、心配していたら、発
売１週間後に青森県のNさんから葉書をいただきま
した。「『はめられて代表に』で笑い、『あとがき』に
感動しました」。本部事務局員の森浦真理さんは「『は
じめに』で初めから泣きました」ですって？？　と
りあえずは一安心です。　
それでは、また来月まで、がんばってください。

◦会員数（個人・団体） 09,252名・団体（7月15日現在）
◦ホームページ総訪問者数のべ 30,518件（6月1日〜30日）
◦本誌発行部数22,500部
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ほっと
　コーナー

事 務 局

◦事務局業務◦

）））
茨城県での関東ブロック会議
からの帰途、つくばエクスプレ
ス車窓から見えた東京スカイツ
リー（7月10日、北千住辺りで）

同情やあわれみより、
理解と協力をお願いします

交流の場交流の場
宮城◉9月1日・15日㈭ 午前10:30～
午後3:00／若年期認知症のつどい→仙
台市泉社会福祉センター
埼 玉 ◉9月24日 ㈯ 午 前11:00～ 午 後
2:00／若年のつどい→越谷中央会館→
参加費100円→昼食希望者は要申込
神奈川◉9月25日㈰ 午前11:00～午後
3:00／若年期本人・家族のつどい→
旭区生活支援拠点「ほっとぽっと」
富山◉9月3日㈯ 午後1:00～3:30／て

るてるぼうずの会→サンフォルテ２階
介護実習室
滋 賀◉9月14日 ㈬ 午 前10:00～ 午 後
2:00／ピアカウンセリング→滋賀県成
人病センター職員会館２階
京都◉9月4日㈰ 午後1:30～4:00／若
年のつどい→京都社会福祉会館
鳥 取◉9月25日 ㈰ 午 前11:00～ 午 後
3:00／若年のつどい「にっこりの会」
→地域交流センター笑い庵「笑い庵カ
フェ＆マルシェ」（米子市）
広 島◉9月10日 ㈯ 午 前11:00〜 午 後
3:00／若年期認知症・陽溜まりの会広

島→中区地域福祉センター（広島市）
9月24日㈯ 午前11:00〜午後3:30／若
年期認知症・陽溜まりの会西部→あい
プラザ（廿日市市）
宮 崎◉9月12日㈪ 午 前11:00〜 午 後
2:00／本人交流会「今日も語ろう会」
→宮崎県支部事務所

� 詳細は各支部まで

愛都の会・定例会◉9月11日㈰ 午後1:00
〜4:00／連絡先：06-6972-6491
彩星の会・定例会◉9月25日㈰ 午後1:00
〜4:30／連絡先：03-5919-4185

今月の本人

私も参加している京都市の「西京区認知症地域ケア協議会」で、医師や地
域包括職員などから「本人の思いを聞き、理解を深める研修をしたい」とい
う要望が出ました。京都府支部の若年のつどいで、お会いしている羽村守さ
ん（63歳、10年6月にアルツハイマー病の診断）にお願いをしましたが、「言
葉が出にくくなっているし、人前で話すことは苦手」と断られました。しかし、
「認知症の理解に一役を」とねばり強くお願いして承諾してもらいました。　
進行役の私の質問に答える形で話してもらった一部を紹介します。
（同協議会は、昨年の宮城での全国研究集会で活動状況を発表しました）
� （編集委員長　鎌田松代）

羽村　守さん（京都府支部）�

羽村守さん（中央）と妻明美さん（左）。右端は鎌田編集長
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◆◆◆ 各地のつどい ◆◆◆◆◆◆ 各地のつどい ◆◆◆

		
事前に支部へお問い合わせの上ご参加ください。なお、つどいの情報は 14 ページにも掲載されています。事前に支部へお問い合わせの上ご参加ください。なお、つどいの情報は 14 ページにも掲載されています。
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／南予地区のつどい→城辺保健福祉センター
▶9月21日㈬ 午前11:00〜午後1:00／南予地
区のつどい→宇和島市御殿町むつみ荘

大 分	 ▶9月28日㈬ 午前10:00〜午後2:30
／大分のつどい→大分県社会福祉介護研修セ
ンター

宮 崎	 ▶9月17日㈯ 午前11:00〜午後2:00
／つどい→宮崎県支部会議室
▶9月25日㈰ 午後1:30〜3:30／男性介護者
のつどい→宮崎市総合福祉保健センター視聴
覚室
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近くに住む認知症高齢者（85歳でひ
とり暮らしの女性）の後見人になって６
年程経ちました。全くの他人なので市民
後見人ということになりますが、最近こ
の役目の限界を感じています。
認知症の進行もさることながら、身体

的にも変化が見られるようになり、その
ことを伝えても、県外にいる身内の人か
らはよろしくお願いしますの一言。
折角洗濯してあげた冬の衣類を引っ

張り出して、この暑さの中で身に着けて
しまう毎日です。最近は入浴が滞りがち
で、体が臭っているにも拘らず本人は
「ちゃんと入浴しています」の一点張り。
食事はほとんどコンビニから出来合いを
買っています。施設入所は、全く承知し
ません。
いっそ病気になって入院してくれたら

…などと変な気持ちにもなります。
自分の介護の頃より大変な状況に、さ
てこれからこの方とどう向き合っていこ
うかと思案しています。
� （編集委員　水流凉子）

北海道	 ▶9月1日㈭ 午前10:00〜正午／つど
い→函館市総合福祉センター
▶9月5日㈪ 午後1:00〜3:00／つどい→奈
井江町保健センター
▶9月5日㈪ 午後1:15〜3:30／つどい→かで
る2.7　910会議室

青 森	 ▶9月17日㈯ 午後1:30〜3:30／十
和田のつどい→中央公民館
▶9月17日㈯ 午後1:30〜3:30／むつのつど
い→下北文化会館
▶9月25日㈰ 午後1:00〜3:00／弘前のつど
い→社会福祉センター

岩 手	 ▶9月14日㈬ 午後1:30〜3:30／滝
沢のつどい→老人福祉センター（役場裏）
▶9月17日㈯ 午後1:00〜3:00／岩手町のつ
どい→ゆはず交流館
▶9月17日㈯ 午後1:30〜3:30／北上のつど
い→日高見中央クリニック

宮 城	 ▶9月17日㈯ 午後1:00〜3:00／つ
どい→みやぎNPOプラザ

山 形	 ▶9月10日㈯ 午前10:00〜正午／庄
内のつどい→酒田・総合文化センター
▶9月24日㈯ 午後2:00〜4:00／山形のつど
い→山形市市民活動支援センター（霞城セン
トラル22階）

福 島	 ▶9月3日・17日㈯ 午後1:30〜3:30
／いわき地区会定例会・相談会→平老人福祉
センター
▶9月11日㈰ 午後1:30〜3:30／郡山地区会
相談会・交流会→橘公民館
▶9月23日（金・祝） 午後1:30〜3:30／郡山地区
会相談会・交流会→郡山市障害者センター

栃 木	 ▶9月28日㈬ 午後1:30〜4:00／相
談会・つどい→とちぎ健康の森2階会議室

埼 玉	 ▶９月１７日㈯  午後1:00～／蕨の

ほっこりサロン→蕨旭町公民館→参加費300
円

愛 知	 ▶9月10日㈯ 午後1:30〜4:00／知
多介護者相談交流会→東海市しあわせ村

滋 賀	 ▶9月20日㈫ 午後1:30〜4:00／さ
つき会→滋賀市民センター
▶9月27日㈫ 午前10:00〜11:30／あやめ会
→晴嵐支所1階会議室

兵 庫	 ▶9月24日㈯ 午後1:30〜3:30／つ
どい→勤労会館

奈 良	 ▶9月7日㈬ 午後1:00〜3:30／中和
のつどい→県社会福祉総合センター
▶9月14日㈬ 午後1:00〜3:30／北和のつど
い→奈良市ボランティアセンター

鳥 取	 ▶9月9日㈮ 午前10:00〜正午／東部
のつどい→さざんか会館（鳥取市）
▶9月13日㈫ 午前10:00〜正午／西部のつど
い→ふれあいの里（米子市）
▶9月15日㈭ 午前10:00〜正午／中部のつど
い→倉吉交流プラザ（倉吉市）

岡 山	 ▶9月9日㈮ 午後1:00〜3:30／岡山
地域のつどい→岡山市保健福祉会館4階
▶9月15日㈭ 午後1:00〜3:00／井笠地域の
つどい→笠岡市認知症介護研修センター
▶9月23日（金・祝） 午前10:30〜午後0:30／倉
敷地域のつどい→くらしき健康福祉プラザ

香 川	 ▶9月7日㈬ 午前10:00〜正午／介護
者のつどい→旧女性就労支援センター（城東
保育所北隣）
▶9月17日㈯ 午前10:00〜正午／若年のつどい
→旧女性就労支援センター（城東保育所北隣）

愛 媛	 ▶9月12日㈪ 午後1:00〜3:00／中
予地区のつどい→愛媛看護研修センター
▶9月14日・28日㈬ 午前11:00〜午後1:00

	 ▶9月21日㈬ 午後2:00〜／家族の
つどい→北部福祉保健所→問い合わせ先　担
当;西口TEL.0980-53-7772

沖 縄
◦支部設立準備中の県◦

〈福　祉〉�社会福祉法人義乃会（青森）▲福島市飯
坂東地域包括支援センター（福島）▲特
別養護老人ホームオペラハウス鴨方（岡
山）▲特別養護老人ホーム富の里（福岡）

〈その他〉株式会社しもつけ（栃木）▲千葉県認知
症ケア専門士会（千葉）▲一般社団法人
頌主会（滋賀）▲ひだまり家族会（宮崎）

2011年度賛助会員の方々⑤ （11.6.11～11.6.30）

杉山孝博副代表が６時間にわたって講義します。
◦研修講座　「認知症の理解と援助」
秋田：9月25日㈰ 滋賀：12月11日㈰
◦医学講座　「高齢者介護・看護のための医学基礎知識」
島根：12月4日㈰
◦ターミナルケア講座　「介護・看護専門職のためのターミナルケア」
山形：10月10日（月・祝）　　　長崎：10月16日㈰ 岩手：11月13日㈰
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